
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜編集＞伝える食と農リンクネット信州 

自分で作った 

おむすび弁当!! 
NPO 法人食育体験教室・コラボ 自分で作る弁当の日 

長野県内の食と農に関する情報発信紙 

7月29日の講演会へお越しください 

2018 年 6 月 16 日（土）、小布施町で開かれた「自分で作

る弁当の日」ワークショップ。はじめて料理する子を含め、年中

児から小学校６年生まで15人が、おむすび弁当を作りました。 
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紙面はナガブロで公開しています。お問い合わせはメール hello.yoshida@ngn.janis.or.jp まで 

子どもたちがお弁当を作っている間に別室で

は、「子どもが自分で作る弁当の力を学ぶ」大人

向けのワークショップ。映像と本で、弁当づく

りを通して子どもたちがどう変わったかなどを

紹介しました。大人が思う以上に、子どもたち

は作ることを楽しみ、いろいろなことを吸収し、

自分で考えるようになるようです。 

見せたい！自分のお弁当 
 

材料がそろったら弁当箱へ

詰め込み、自分のお弁当が完

成！ みんなで見せ合い、「持っ

て帰って家の人に見せる!!」と

自慢げ。自分で作ったことが自

信になり、次のやる気も満々。 
 

主催したNPO法人食育体験

教室・コラボは、「弁当の日」

の取り組みを通じて、子どもた

ちに生きるチカラを身につけ

てほしいと思っています。 

自分で作るお弁当 
おむすびは、ふりかけやゴマをまぶし、のりをつけたり、形を考えなが

ら自分でにぎります。 

おかずは、あらう・ゆでる・ちぎる・きる・やく・つめる・かざるなど、

大きな子が小さな子を助けたり、教えたりしながら進めました。きゅうり

とちくわ、ウインナーは、切り方自由。お弁当箱へどう入れたいかを考え

ました。 

 

 

子どもたちの笑顔と自信が詰まったステキなお弁当の一部 


